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【近見地区】

【報告１ ①地区の追加工事について】



報告 ①地区の対策工事について

１ 対策方針（案）

２ 今後のスケジュール
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2議事ー１ 対策方針（案）

【対策方針（案）のまとめ】

追加排水設備想定位置図
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・追加1（案）
地区中央部から地下水位低下を図る。
対策施設（案）：集水管

・追加2（案）
地下水位が低下しにくいS1-4及びS1-5の
地下水位低下を図る
対策施設（案）：集水管

・追加3（案）
地下水位が低下しにくいS1-8周辺の地
下水位低下を図る
対策施設（案）：単独井戸
※設置場所に既往調査結果がない場
合は事前に調査にて透水性を確認する

以上のことから、近見①地区における対策方針（案）のまとめを以下に示す。



3議事ー１ 対策方針（案）

【追加施設の対策方針（案）】
・地区内の水位を面的に低下させる必要があるため、対策施設
は「集水管」を基本とする。

・集水管を敷設する地盤は、均質な砂質土主体であり、透水性
は既設管より高いと想定される。
・追加3については、既往調査結果より、細粒分を含む不均質な
地盤であることが分かっている。そのため、対策施設は「単独井
戸」を設置する方針とする。なお、既設の井戸の調査を行ったと
ころ、GL-3.5m～4.0m付近で湧水が確認されている。 平面図

追加1
追加2

追加3

追加3の近傍柱状図

追加3の設置イメージ

追加2の想定地質断面図（C-C’断面図）

追加2の想定地質断面図

追加1及び追加2の
集水管検討位置案
（GL-4.5～-5.0m）



4議事ー１ 対策方針（案）

【追加観測孔の設置位置（案）】

第19回委員会での指摘を踏まえ、追加対
策施設の対策効果を確認するための観測
孔を追加する。

追加観測孔1（案）
・追加1（集水管）と追加3（単独井戸）の影
響を確認する。

追加観測孔2（案）
・追加1（集水管）及び追加2（集水管）の影
響を確認する。

追加観測孔3（案）
・S1-8近傍かつCランクとなり最も水位低下
が必要な範囲付近の水位を確認する。

いずれかで
1か所

追加観測孔1

追加観測孔2

※追加調査時に設置した観測孔も活用する。
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追加観測孔3

場所は
選定中

場所は
選定中



5議事ー２ 今後のスケジュール

【今後のスケジュール】

今後のスケジュール

※上記スケジュールは現時点の案であり、状況により変更になる場合がある。
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詳細設計

集水施設設置工事

地下水位低下

季節変動観察

対策技術検討委員会

令和5年度(2023) 令和6年度(2024) 令和7年度(2025)
項目

地下水位低下後 事業完了後


